








クリーンな牛舎 

蚕桑地区桜の里づくり推進委員会 地域振興部会通信 Vol.8                  
        

蚕桑地区の企業紹介－（有）丸川畜産のこだわり－ 
                         

地域振興部会では、地元の企業やお店を知って 
もらうために情報発信を行っています。 
 今年度は、東田尻にある丸川畜産さんの牛舎と店舗に 
お邪魔し、お話を伺ってきました。 
 
 
 
２０２４年 8月２6日 丸川肉店及び牛舎 
 対応してくださった方 丸川大介 さん（代表） 
            丸川紀子 さん 
 
【学んだこと】 

《牛舎》 
〇 飼育数 成牛 130 頭 子牛 39 頭 合計 169 頭 
〇 餌の特徴 配合飼料を蒸し、水分量を 24％にしている 
       （胃に優しい） 
〇 餌を与えるのは、朝晩 2回 
〇 糞の処理 バンクリーナー利用 
   地面に傾斜をつけ、下に集めた糞を機械処理する 
   最終的には堆肥センターに運んで処理してもらう 
〇 暑い日は、朝晩ミスト噴霧 
（快適に過ごせるよう工夫している） 

 
 
 
〇 生後 8～10ヵ月の子牛を購入（6ヵ月からが子牛） 
   月に平均して 7頭購入 
   福島や宮城の市場で購入 
〇 月齢毎に分けて飼育 
〇 33 ヵ月で出荷 
〇 給餌などを手伝ってもらう以外、基本的には、すべて一人 
で行っている。年中無休 こちらは子牛の牛舎 



《丸川肉店》 
〇 創業 72年 昭和 27年 11月に紀子さんの母、睦子さんが始めた 
〇 食肉がお店に並ぶまでの過程 

・食肉公社に運ばれた牛、豚を枝肉に加工される 
・市場でセリにかけられる（牛） 
・業者が競り落としたものを購入（丸川畜産で飼育した牛肉） 
〇 地元産にこだわっている。 
・米沢三元豚 県の推奨品 
〇 米沢牛 ブランド和牛 
〇 お店でよく購入されるのは、豚肉肩ロース・バラ肉 
〇 店の商品は、ふるさと納税の返礼品にもなっている 

 
〇 お客様の要望に応じて柔軟に対応 用途や予算に応じて肉の種類や切り方を決める 
 
参考 米沢牛の定義 －米沢牛銘柄推進協議会 HPより抜粋－ 
＊ 飼育者 置賜 3市 5町に居住し、協議会が認定する者 
＊ 肉牛の種類 黒毛和種の未経産雌牛 
＊ 生後月齢３3ヵ月以上のもの 
ほか、厳しい定義をクリアしたものだけに米沢牛購買証明書 
が付けられる。 

 
【感想】 
☆ 牛舎がきれいで驚いた。牛もきれいだった。 
☆ おすすめの商品はなにか、という問いに対して、大介さんは「うちの牛肉」、紀子さんは「全部」と
即答なさった。誇りをもって仕事をなさっていることが伺えた。 

☆ お客様のニーズに合わせて、こだわりを持って販売していること    
を知った。 

☆ スーパーなどのお肉と比べて、新鮮で美味しいことはわかって 
いても、注文の仕方がわからず、敷居が高いように感じていた。 
今回お話しを伺い、肉の日以外でも、相談して購入してみたいと   
思った。 

☆ お肉屋さんのお肉は、お使い物に最適。もらうと嬉しい。 
 
牛舎の壁に書かれていたことばです。大介さんは、若気の至りとおっしゃっていましたが、こだわりの
原点なのかな、と思いました。 
この道より 我を生かす道なし この道を歩く 

  （武者小路実篤 『無車詩集』 「この道」） 
－丸川・菅・髙木・芳賀・斉藤－ 

肉を注文するお客さん 
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